
第3章

社会に対する
責任
私たちは、一人ひとりが持続可能な社会づくりを担う一
員として、社会、地域の健全な発展に貢献するためにで
きることを積極的に考え、行動する必要があります。
また、企業市民たる大同生命の一員としても、
その業務を通じて社会の健全な発展に貢献する
責任があります。
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私たちは、社会のルール･倫理に従い、良識に即して行動
するとともに、社会・地域の健全かつ持続可能な発展に
貢献します。

行動原則 | 社会への貢献

私たちは、一人ひとりの行動規範の遵守が企業価値の向上に
つながることを認識し、責任感をもって行動します。

行動原則 | 企業価値の向上

背景・趣旨

● あなたは、自身が持続可能な社会づくりを担う一員として、社会、地域
の健全な発展に貢献するためにできることを積極的に考え、行動して
いますか。

● あなたは、社内や業界の常識だけにとらわれず、社会のルールや道
徳的な観点から正しく判断のうえ、行動していますか。

● あなたの行動・考えは、当社のミッションを果たすものですか、また
当社の社会的な信用を損なうものではないですか。

判断基準

● 私たちは、社会の一員としての自覚を持ち、法令はもちろんのこと、その
精神も理解したうえで適切に行動することが求められます。また、社内や
業界の常識だけにとらわれず、社会のルールや道徳的な観点から正しく
判断のうえ、行動する必要があります。もし私たちが正しい行動ができな
ければ、お客さま・社会にご迷惑をお掛けするとともに、企業価値やレ
ピュテーション（評価･評判）の毀損を招くことにもつながります。

● 私たちは、持続可能な社会づくりを担う一員として地球規模での未来を
見据え、クリーンエネルギーや経済成長などの社会的課題に積極的に取
り組みます。より広い視野でのあるべき行動が、お客さまや投資家の
方々から評価される時代であることを意識する必要があります。
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金融機関として守るべきルール

私たちは、金融犯罪の防止や公正な金融取引等、金融機関として果たすべき
責任を自覚し、各種取引のルールを遵守しなくてはなりません。

● マネー・ローンダリングおよびテロリストへの資金供与を防止するよう、
ルールに基づく取引時の確認や報告を行ないます。

● 反社会的勢力に対しては、取引時の適切な確認等を通じて、一切の関係
を遮断します。

● インサイダー取引を行なわないよう、ルールに基づく公正な取引、重要情報
の管理を徹底します。

※ルールの詳細は、「コンプライアンス・マニュアル」を参照ください。

お客さま情報の保護

私たちが取扱うお客さまの情報は、お客さまからお預かりした大切な財産
であり、情報漏えいなどが発生した場合、多大なご迷惑をお掛けします。
私たちは、日々、取扱ルールに基づいて情報を大切に扱い、お客さまの信頼
にお応えしなくてはなりません。

不祥事による社会的な影響

企業の不祥事が頻繁に各種メディアに取り上げられています。
このような不祥事は、長年積み重ねてきた社会的評価を一瞬にして崩壊
させます。
私たちは、業務上の不正はもちろん、業務外においても社会のルール・規範
に照らして適切な行動をとることが求められます。
特に今日はＳＮＳ等を通じて瞬時に情報が拡散するため、取り返しがつかな
くなります。個人の軽率な行動といえども、お客さまや社会に計り知れない
影響が生じうることに注意が必要です。

過剰な接待・贈答の禁止

例えばビジネスパートナーに対して行う接待でも、それが華美・過剰となれ
ば、社会からその目的に疑問を持たれかねません。
営業経費の財源は保険料であることを念頭に、お客さまや社会に対して、
きちんと説明できるような適切な支出としてください。



第4章

職場での
心構え
職場の人間関係や雰囲気は、私たちの日々の行動や
考え方に大きな影響を及ぼします。
私たちはだれもが、日々多くの時間を費やす職場に対し、
前向きなモチベーションを保てる、
働きやすい風土を求めています。
そのためには、各自がまず他者を思いやり、
他者にとって働きやすい、また、一人ひとりが安
心して強みや個性を活かし活躍できる職場環
境になるよう配慮することが望まれます。
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私たちは、誰もが安心して発言できる職場風土を目指し、双方向の
コミュニケーションにより、立場や所属を超えて協力します。

背景・趣旨
● 役職員一人ひとりが倫理的に行動し、変化に対応した挑戦を行なうため
には、「周囲から不当な扱いを受ける」「自身の評価に影響する」といった
懸念がなく、一人ひとりが安心して強みや個性を活かし活躍できる職場
環境が必要です。

● そのため私たちは、他者を傷つけるハラスメントを行わないことはもちろ
ん、他者の意見を尊重・傾聴し、真摯に協力、支援していくことで信頼関係
を築くことが大切です。この信頼関係を土台とすることで、私たち一人
ひとりの能力・意欲が相乗的に高まり、活力ある組織となります。

行動原則 | チームワーク

私たちは、一人ひとりの人権や価値観を尊重することで、
みなが成長できる、働きやすい職場環境をつくります。

行動原則 | 働きやすい職場

私たちは、行動規範を実践するために改善すべき点に
気づいたときは、それを放置せず、一人ひとりが注意し、
より健全な組織風土づくりに努めます。

背景・趣旨

組織の風土・雰囲気は、その所属員個々の考え方や行動に影響を与えます。
私たちは、自身の日々の言動が周囲に影響を与えることを認識し、まず自ら
襟を正し、周囲に好影響を与えられるよう意識することが大切です。
あわせて、もし「行動規範を実践するうえで障がいとなる」、または「悪影響
を与えている」と思われることがあれば、上司やコンプライアンス推進部に
相談するようにしてください。

行動原則 | 健全な風土

● あなたは、一人ひとりが安心して強みや個性を活かし活躍できるよ
う、相手に寄り添い、その話に耳を傾け、立場にかかわらずお互いが納
得できる結論を見出していますか。

● あなたは、多様性を大切にし、常に相手の立場に立った言動を心がけて
いますか。社内外を問わず人格を傷つける行為を見逃していませんか。

判断基準

あなたは、行動規範に反することに気づいた場合、相手や上司に伝え
ていますか。

判断基準
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望ましいコミュニケーション

コミュニケーションとは、情報・意見・知識・感情などをやり取りし“お互い”
の意思疎通を通じて理解しあうことです。そのため、相手に耳を傾けず、
異なる考えや事情を認めようとしない姿勢では、心を閉ざされ、本来の
コミュニケーションが成り立ちません。
逆に、十分なコミュニケーションがとれていれば、良好な人間関係を築ける
だけでなく、互いの発言が刺激となり、より良いアイデアが生まれるといった
相乗効果も期待できます。一人ひとりが安心して強みや個性を活かし活躍
できる職場を目指しましょう。

働きやすい職場

「心理的に安全である」と常に感じられることが、働きやすい職場に欠かせ
ない大切な要素です。
この「安全」は「人権が守られる」といった基本的なものにとどまりません。
私たちは「こうしたい」と、様々な思いや考えを持っています。このような
建設的な意見や思いを、立場の違う誰もが自由に安心して発信できる環
境がこの「安全」には含まれます。 
そのため私たちは、働きやすい職場の確保に向け、一人ひとりが多様性を
大切にし、常に相手の立場に立った言動を心がけ、他者を尊重することが
重要です。

ハラスメントを許さない

ハラスメントは、被害者の心身を傷つけるとともに、周囲にも悪影響を与え、
人間関係の悪化、働く意欲の低下につながります。
ハラスメントはパワハラやセクハラだけでなく、モラルハラスメント、マタニ
ティハラスメントなど、様々な種類があり、そして社内者だけでなく、社外者
からのハラスメントも含まれます。当社は、職場環境を悪化させるあらゆる
ハラスメント行為に対し、厳正に対応します。

不正への対応

コンプライアンスに関する疑問や違反と思われる行為があれば、まず職場
の上司に相談することが望まれます。
もし、相談しづらい、相談しても解決できない場合は、所定の相談窓口に
連絡してください。
相談窓口は、みなさんの不安や疑問を解消し、よりよい会社にするための
制度です。健全で、お客さまに信頼される会社であり続けるため、法令等に
違反する行為は見過してはいけません。




